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草 創期 の カ ス トリ雑 誌 とグ ラ フ ィ ック表 現
藪 亨/大阪芸術大学
カス トリ雑誌と呼ばれた一群の大衆娯楽雑
誌が,太 平洋戦争終結後の連合軍による 「日
本占領期」に,戦後の 「言論の自由」という
時流に乗 って各地 に多数現れては消えていっ
た。カス トリ雑誌という呼び名の由来は,当
時の粗悪なカストリ焼酎にあり,これを三合
も飲めば泥酔することから,3号でつぶれる
雑誌をカス トリ雑誌と称 したとも俗に言われ
ている。 こうした雑誌群は,グ ラフィック表
現と言語表現を大胆に駆使 して人間性や性の
解放を謳歌 し,戦後に解き放たれた大衆文化
の源流のひとつを形成 している。そこで本研
究発表では,草創期の代表的なカス トリ雑誌
をいくつか取 り上げて考察したい。
1,『リベラル』誌 をめ ぐって
カス トリ雑誌 は,そ の記事 内容 か ら見 ると
「読物」 と 「風俗」 の2つ の系列 か らな って
いる。まず 「読物」 の系列 の口火 を切 ったの
は,終 戦の翌年の初春に刊行 され た 『りべ ら
る』誌で ある。 これの創刊号(昭 和21年1月,
太虚堂)の 体裁は,B5判 グラ ビア2頁,本
文32頁の薄い雑誌 であ り,本 文用紙は後の粗
悪な仙花紙 ではな くて,ザ ラ紙で定価1円50
銭であ った。 内容 的には,ア メ リカ文 化の導
入が企 て られるとと もに,や がて昭和22年か
ら23年にかけて吉 田政府が打 ち出す3S(ス
ポーツ,ス ク リー ン,セ ックス)政 策 が先取
りされ てお り,総 合文化誌的な色合 いの濃 い
雑誌 と して 出発 して いる。
この 『りべ らる』誌創刊号 のシ ンプルで手
堅 い表紙デ ザインと写真 口絵 などには,戦 前
に日本 に受容 されて いたバウハ ウス流 のモ ダ
ンなグラフィック ・デザインが濃い影を落と
している。 ところが 『りべらる』誌9月 号
(第1巻第7号)の 表紙は,よ り華やかで装
飾的な人 目を引くデザインになっており,本
誌が創刊当初の 「総合文化誌」的な性格から
扇情的な 「読物誌」へと色合いを転 じる様子
を,これ らか らも見て取 ることが出来る。
また 『りべらる』誌には,創刊当初か ら既
に名の知 られていた挿絵家や画家がカットや
挿絵を提供しており,岩田専太郎,藤 田嗣治,
猪熊弦一郎などの名前 も散見される。
2,『赤と黒』誌をめぐって
一方の 「風俗」の系列は,「読物」よりも
少し遅れて昭和21年秋に現れてお り,性風俗
や性科学を取 り上げている。この系列の先陣
を切ったのは 『赤と黒』誌である。当誌創刊
号(昭和21年9月,リファイ ン社)は,B5
判で口絵はなく,本文は仙花紙で48頁,最後
の2頁 は白紙で,定 価は30円であった。内容
は,「秋夜不眠号 ・肉体芸術特集」 という見
出しのもとに,性科学的な学術的姿勢が支配
的であった。
そして 『赤と黒』誌創刊号の表紙(図4)
は,上方に題字が赤色と青色 と黒色で示され,
その下方の赤い正方形の縁取 りの内側には,
肉感的な線描画が薄い青のヴェールを伴って
飾 られ,こ の赤い正方形の縁取 りの下方には
「秋冬不眠号 肉体芸術 特集」 と銘打たれ
ている。峰岸は,「耽奇尖端特集号」 と銘打
たれた 『赤 と黒』誌第3号 の表紙(図6)も
手掛けている。この表紙は,黄色と赤色の矩
形面のみで表現されており,題字の 「赤と黒」
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は形 も色彩 も極めて簡潔で経済的であり,一
見 して戦前のロシア構成主義的な造形を彷彿
させるデザインとなっていた。 しかしこの表
紙デザインに関連 して,本 号掉尾には本誌編
集責任者の高橋鐵による 「偽善者共への公開
状 一 読者諸賢へ 〈真相〉を訴ふ」が掲載 さ
れている。そこでは 「旧日本の出版史上にも
曾てなかったような誹謗と圧迫が我等の頭上
に浴びせ られている」ことが訴えられており,
当誌への世間の一部か らの風当たりが強まっ
ていたことがわかる。
3,『猟奇』誌をめぐって
「風俗」系列のもうひとつの代表格が 『猟
奇』誌である。当誌創刊号(昭和21年10月15
日発行,茜 書房)は,B5判 で口絵はなくて,
本文は仙花紙で48頁,活字は普通のものより
も大きな5号 で本文は3段組み,定価は10円
であった。掲載記事は読み物的な色合いが強
かった。
この 『猟奇』誌創刊号の表紙は,田 口泰三
が担当しており,地色は黒で,画 面の右方 と
下方を貫 く薄緑と橙色の細線が画面右下で直
交 し,タイ トルその他の文字は白く抜かれ,
中央には橙色の若い女性の顔と薄緑手の袋を
はめた手が飾られている。モンドリアンのニュー
ヨーク時代の幾何学的な抽象作品を想起させ
るような側面 と,アール ・デコ風の装飾性が
共存 している。そして当誌第2号 の表紙は,
資生堂のデザイナーとして,ま た戦前の対外
宣伝誌"NIPPON"の挿絵家 として有名な山
名文夫が担当している。この表紙は,橙 色と
薄い青と黒の3色刷 りで,ビ アズ リー張 りの
装飾的で官能的な女性像が,古 代ギ リシアの
円柱や女性の脚部などとシュル レア リスム風
に組み合わされて,飾 られていた。また第4
号の表紙では,腰 みののみで レイを首に掛け
て横たわる着色セ ミヌー ド写真が用いられて
いる。 このセ ミヌー ドは,官 能的な陶酔か ら
ほど遠 く,セ クシ ャルな魅力 に欠 けてお り,
む しろグ ロテスクでさえある。 しか し当代 に
おいては人 々の飽 くなき 「見 ることへの渇望」
にひ とまず応 える ものであった といえ よう。
以上のように草創期のカス トリ雑誌のグラ
フィック表現は,戦前に西欧型のモダン ・デ
ザインやモダン・アー トからの影響下に醸成
されていた既成のタイポグラフィー的な枠組
みを堅持 しており,戦時中に抑圧 され当時ま
だひっそりと隠されていた性を公然化するも
のに留まっている6し かし,『猟奇』誌第2
号が,こ れに掲載された北川千代三作,高 橋
よし於画 「H大佐夫人」の性表現が 「刑法第
175条」に反するという理由で,「わいせつ物
の頒布販売罪」で起訴されている。そしてこ
の頃から,再びこの種の雑誌に体制の側から
の監視 と制約が復活 し始めており,また一方
ではGHQの 検閲による表現の抑圧やアメリ
カ文化の大量流入 もあり,カス トリ雑誌はさ
まざまな文化的 ・社会的な諸問題を孕みなが
らその盛期を迎えつつあった。
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